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●
地
方
交
付
税

　

国
の
地
方
交
付
税
総
額
が

減
額
さ
れ
る
中
、本
町
に
お
い

て
も
合
併
の
優
遇
措
置
で
あ
っ

た
合
併
算
定
替
え
が
終
了
し
、

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
本
年
度

は
約
１
億
円
減
額
の
見
込
み
で

す
。

　

財
政
状
況
は
更
に
厳
し
さ
を

増
し
ま
す
が
、町
民
の
福
祉
増

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
よ
う
持
続
的
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
保
育
料
の
無
料
化
事
業

　

及
び
入
園
入
学
祝
金
支
給

　

保
育
所
利
用
者
負
担
額
表

の
第
７
階
層
ま
で
に
該
当
す
る

世
帯
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料

に
つ
い
て
無
料
と
す
る
対
象
者

は
63
世
帯
63
人
で
す
。

　

ま
た
、小
学
校
入
学
児
童
71

人
に
対
し
３
万
円
、中
学
校
入

学
生
徒
70
人
に
対
し
６
万
円
を

支
給
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、子
育
て
を
し
や
す
い

町
を
め
ざ
し
出
生
率
の
向
上
並

び
に
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

促
進
等
、町
の
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
で

　

ま
ち
お
こ
し

　
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」事
業
と
し
て
、本
年
３
月

発
足
し
た
身
延
町
あ
け
ぼ
の
大

豆
振
興
協
議
会
を
主
体
に
、生

産
か
ら
加
工
販
売
、枝
豆
の
収

穫
体
験
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り

　

事
業

　

観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ
と

環
境
整
備
に
よ
る
観
光
産
業

の
拡
大
に
向
け
、町
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
し
だ
れ
桜
を
町
内
全

域
に
植
栽
し
て
、町
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
事
業
で
、本

年
度
か
ら
町
の
中
央
部
に
位
置

し
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
富

士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
見
晴

し
の
良
い「
サ
バ
イ
バ
ル
の
森
」

周
辺
へ
の
植
栽
を
行
う
計
画
。

今
後
も
候
補
地
を
選
定
し
、こ

の
事
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

●
丸
滝
宮
の
前
団
地

　

宅
地
分
譲
事
業

　

26
年
９
月
か
ら
19
区
画
の
分

譲
を
開
始
し
て
、本
年
６
月
１

日
現
在
で
契
約
済
み
は
６
区
画

で
、今
後
契
約
見
込
み
が
３
区

画
あ
り
、残
り
の
10
区
画
に
つ

い
て
は
総
合
戦
略
の
移
住
定
住

者
へ
の
支
援
制
度
の
活
用
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、移
住
相
談

会
等
で
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
早
急
に
完
売
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

●
県
市
町
村
対
抗
野
球
大
会

　

悲
願
の
初
優
勝

　

５
月
13
日
か
ら
始
ま
っ
た

第
67
回
県
市
町
村
対
抗
軟
式

野
球
大
会
に
お
い
て
、県
下
38

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、身
延
町
の
代
表
チ
ー
ム
が

見
事
に
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

●
結
び
に

　

年
度
末
に
経
験
豊
か
な
職

員
11
人
が
退
職
し
、４
月
１
日

付
け
で
９
人
の
職
員
を
採
用
し

ま
し
た
。一
刻
の
立
ち
止
ま
り

も
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
肝
に
命

じ
、職
員
全
員
が
全
力
で
頑
張

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

町長行政報告
望
月
仁
司 

町
長

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業
を
本
年
度
か
ら
実
施

　
　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク「
サ
バ
イ
バ
ル
の
森
」周
辺
に
植
栽

県市町村対抗野球大会初優勝
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地域住民の声を聞く
＊
と　

き　

平
成
28
年
5
月
22
日(

日)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
00
分
か
ら
午
後
8
時
40
分

＊
会　

場　

身
延
地
区
公
民
館
「
豊
岡
分
館
」

＊
参
加
者　

計
35
人

(

町
民
20
人
、議
員
13
人
、事
務
局
2
人)

　

身
延
地
区

質

疑

応

答

質

疑

応

答

　

丸
滝
の
宅
地
分
譲
地
の
販
売
状
況
は
ど
う

か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

６
区
画
が
販
売
済
で
、う
ち
３
区
画
に
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

聴
覚
障
害
者
の
役
場
来
庁
の
際
の
対
応

は
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

現
状
で
は
筆
談
で
対
応
し
て
い
る
と
思

う
。前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

　

災
害
時
の
障
害
者
の
避
難
場
所
と
し
て
福

祉
避
難
所
は
あ
る
の
か
。（

豊
岡
地
区　

男
性
）

　

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、20
施
設
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。

※
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、各
集
落
配
布
の
身

延
町
地
域
防
災
計
画
（
通
称
、赤
本
）
の

９
７
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
豊
岡
方
面
へ

運
行
で
き
な
い
か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

統
合
条
件
に
基
づ
い
て
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、大
河
内
方
面
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
意
見

が
あ
り
、今
後
、経
過
を
見
な
が
ら
運
行
計
画

が
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

枝
豆
の
収
穫
体
験
、販
売
、試
食
が
出
来
る

場
所
が
確
保
で
き
な
い
か
。旬
の
地
元
野
菜

も
一
緒
に
販
売
す
れ
ば
良
い
で
は
な
い
か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会
が
３
月
に
発

足
し
、総
合
戦
略
に
基
づ
き
各
種
事
業
が
推

進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

出
産
祝
金
が
４
月
に
増
額
さ
れ
た
が
、出

産
か
ら
１
年
経
過
後
で
は
な
く
、出
産
直
後

の
申
請
で
支
給
で
き
な
い
の
か
。

（
豊
岡
地
区　

男
性
）

　

定
住
促
進
の
意
味
合
い
か
ら
、あ
る
程
度

の
定
住
確
認
期
間
を
踏
ま
え
て
か
ら
支
給
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。意
見
は
伝
え
る
。

提
言
・
意
見
・
要
望

提
言
・
意
見
・
要
望

○
清
子
地
区
は
災
害
時
に
は
孤
立
集
落
の
可
能

性
が
高
い
。緊
急
時
に
備
え
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
区
で
設

置
す
る
場
合
、町
か
ら
補
助
は
出
来
な
い
か
。

　

ま
た
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
は
出
来
な
い
か
。

○
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト・ポ
ス
タ
ー
の
内
容
が
イ
ン

　

パ
ク
ト
が
弱
く
感
じ
る
。更
な
る一考
を
。

○
先
日
、役
場
か
ら
会
社
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
さ
れ
た

が
、会
社
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
告
げ
て
あ
る

の
で
、経
費
節
減
も
考
え
、メ
ー
ル
送
信
の
活
用

を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

身
近
な
議
会
の
実
現
と
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、議
員
が
議
会
の
運
営
状
況
や
課

題
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
聴
き
、

意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

懇談会
の目的
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地域住民の声を聞く
＊
と　

き　

平
成
28
年
5
月
27
日(

金)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
9
時
15
分

＊
会　

場　

は
た
ら
く
婦
人
の
家

＊
参
加
者　

計
21
人

(

町
民
9
人
、議
員
10
人
、事
務
局
2
人)

　

下
部
地
区

質

疑

応

答

質

疑

応

答

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」

振
興
に
４
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ブ
ラ
ン
ド
化
、６
次
産
業
化
は
本
当
に
可
能

な
の
か
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

戦
略
会
議
は
４
回
行
っ
て
、結
論
を
出
し

て
お
り
、十
分
に
内
容
を
吟
味
し
て
い
な
い

と
思
う
。

　

曙
地
区
の
人
た
ち
は
「
曙
大
豆
」
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
ほ
し
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、ブ

ラ
ン
ド
化
に
は
、産
地
や
収
量
を
守
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

本
年
度
の
町
債
は
13
億
円
な
の
に
公
債
費

は
11
億
円
だ
。ど
の
よ
う
に
返
済
し
て
い
く

の
か
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

町
長
は
町
債
を
返
済
す
る
た
め
の
行
政
を

し
て
い
る
。本
当
に
必
要
な
事
業
に
は
金
を

使
え
ば
、町
民
は
納
得
す
る
と
思
う
。

　

中
学
校
建
設
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況

は
。

（
下
部
地
区　

男
性
）

　

４
回
の
委
員
会
を
行
っ
た
が
、メ
ン
バ
ー

の
変
更
な
ど
が
あ
り
、進
捗
し
て
い
な
い
。現

在
は
、中
断
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
に
は
期
待
し
て
い
た
が
、シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
描
い
た
絵
で
進
め
ら
れ
て
お
り

残
念
だ
。何
が
問
題
で
、今
後
、ど
う
す
べ
き

か
を
考
え
る
べ
き
だ
。（

久
那
土
地
区　

男
性
）

　

下
部
温
泉
の
湯
を
使
っ
て
海
の
魚
を
育
て

た
り
、海
洋
関
係
の
学
校
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
と
提
案
し
た
。

提
言
・
意
見
・
要
望

提
言
・
意
見
・
要
望

○
学
校
統
合
で
す
べ
て
終
了
し
た
わ
け
で
は
な

い
。学
校
建
設
の
た
め
だ
っ
た
ら
、ど
れ
だ
け

予
算
が
か
か
っ
て
も
町
民
は
納
得
す
る
は

ず
。建
設
検
討
委
員
会
は
、建
設
を
前
提
に
検

討
を
す
る
方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
し
、議
会

も
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
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町民と議員との懇談会
＊
と　

き　

平
成
28
年
5
月
28
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
00
分

＊
会　

場　

中
富
総
合
会
館

＊
参
加
者　

計
21
人

　

(

町
民
7
人
、議
員
12
人
、事
務
局
2
人)

　

中
富
地
区

質

疑

応

答

質

疑

応

答

　

当
初
予
算
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
リ
ー
ス
料
が
、

８
万
６
１
８
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
昨
年
９

月
の
決
算
で
は
、３
万
６
１
８
０
円
だ
っ
た
。

こ
の
差
は
な
ぜ
か
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

予
算
を
計
上
す
る
時
に
は
定
価
で
計
上
す

る
。実
際
の
価
格
は
入
札
等
で
決
ま
る
。

　

こ
の
金
額
に
は
屋
外
に
設
置
す
る
収
納

ボ
ッ
ク
ス
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
の
内
容
は
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

６
次
産
業
化
を
す
す
め
、ブ
ラ
ン
ド
の
確

保
の
た
め　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
本
年
度

２
名
）・
加
工
施
設
・
機
械
・
Ｐ
Ｒ
等
、生
産

者
組
合
を
つ
く
り
運
営
し
て
い
く
。

　

バ
ス
運
行
対
策
費
の
内
容
は
。

（
身
延
地
区　

女
性
）

　

町
営
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
営

費
と
富
士
急
、山
交
路
線
バ
ス
へ
の
補
助
金
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
は
、今
ま
で
の

よ
う
な
町
内
業
者
と
山
交
委
託
の
選
択
に
あ

た
っ
て　

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

安
全
を
最
優
先
に
旅
客
輸
送
の
資
格
を
有

す
る
業
者
を
選
択
し
た
。

　

富
士
見
山
林
道
災
害
復
旧
工
事
費
の
予
定

価
格
約
２
億
１
０
０
０
万
円
に
対
し
落
札
価

格
が
69
％
の
１
億
４
６
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
低
額
落
札
で
、き
ち
ん
と

し
た
工
事
が
で
き
る
の
か
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

　

担
当
課
に
よ
る
低
額
入
札
審
査
会
を
行
い

調
査
し
た
結
果
、問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

提
言
・
意
見
・
要
望

提
言
・
意
見
・
要
望

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
山
付
き
の
集
落
に
少
な

い
。バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
置
で
き
な
い
か
。

○
出
荷
で
き
な
い
枝
豆
を
施
設
等
に
提
供
し
て

ア
ン
コ
に
加
工
し
、そ
れ
で
パ
ン
等
を
作
っ

た
ら
ど
う
か
。

○
懇
談
会
の
予
算
説
明
が
あ
る
が
、来
場
者
は

広
報
誌
等
で
大
枠
は
把
握
し
て
い
る
の
で
、

地
域
の
細
か
い
事
業
等
の
説
明
に
時
間
を
費

や
し
て
ほ
し
い
。

○
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後
の
処
理
対
策
を
検
討
さ

れ
た
い
。
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問

答

問　

専
門
家
は
山
梨
で
も
熊
本

と
同
じ
よ
う
な
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。熊
本
地
震

を
教
訓
に
、改
め
て
町
の
防
災

対
策
及
び
職
員
の
初
動
体
制

等
を
強
化
す
る
考
え
は
。

町
長　

主
要
道
路
の
国
道
52
号
、

３
０
０
号
、そ
れ
に
接
続
す
る

町
道
等
、狭
隘
な
山
間
地
を

走
っ
て
お
り
、大
規
模
地
震
の

発
生
に
よ
り
道
路
は
寸
断
、

孤
立
す
る
集
落
が
発
生
す
る

可
能
性
も
あ
る
。熊
本
地
震

を
教
訓
に
防
災
計
画
を
検
証

し
、計
画
の
見
直
し
と
災
害

応
急
体
制
強
化
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
る
。

問　

本
庁
舎
及
び
、下
部
、身
延

の
各
支
所
は
災
害
対
策
活
動

拠
点
の
重
要
な
施
設
で
あ
る
、

耐
震
診
断
等
の
安
全
な
備
え

と
、指
定
避
難
所
38
施
設
の

耐
震
基
準
は
。

総
務
課
長　

本
庁
舎
、下
部
支

所
は
昭
和
56
年
の
新
耐
震
基

準
に
基
づ
き
建
設
。身
延
支

所
は
、平
成
９
年
度
に
耐
震
改

修
が
終
了
、安
全
な
建
物
で
あ

る
。

　
　

38
の
指
定
避
難
所
の
新
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

は
36
施
設
。基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
原
分
館
、勤
労
青
年

セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
２
施
設

は
指
定
を
見
直
す
こ
と
も
含

め
検
討
す
る
。

問　

食
料
等
の
備
蓄
物
品
を
ど

の
よ
う
に
分
散
、又
そ
れ
ら
の

備
蓄
数
量
等
は
。

総
務
課
長　

ア
ル
フ
ァ
米
４
万

　

４
５
０
０
食
の
内
、中
富
地
区

１
万
１
２
０
０
食
、下
部
地

区
１
万
３
千
食
、身
延
地
区

２
万
３
０
０
食
。ビ
ス
ケ
ッ
ト

９
千
食
は
、中
富
地
区
３
千

食
、下
部
地
区
１
８
０
０
食
、

身
延
地
区
４
２
０
０
食
。

　
　

水
は
１
８
７
２
箱
の
内
、中

富
地
区
に
４
６
８
箱
、下
部
地

区
に
５
４
１
箱
、身
延
地
区
に

８
６
３
箱
。他
、ブ
ル
ー
シ
ー

ト
、毛
布
、簡
易
ト
イ
レ
を
分

散
備
蓄
し
て
い
る
。

問　

避
難
所
で
切
実
な
の
が
ト

イ
レ
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で

備
蓄
し
て
い
る
簡
易
ト
イ
レ

１
７
８
基
の
内
容
、使
用
方
法

と
排
泄
物
の
処
理
の
扱
い
は
。

特
に
女
性
用
ト
イ
レ
は
カ
ギ

の
か
か
る
ト
イ
レ
が
不
可
欠

で
あ
る
。そ
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

簡
易
ト
イ
レ
は
中

富
地
区
に
テ
ン
ト
付
き
24
基
、

テ
ン
ト
な
し
32
基
。下
部
地
区

に
テ
ン
ト
付
き
15
基
、テ
ン
ト

な
し
20
基
。身
延
地
区
に
テ
ン

ト
付
き
59
基
、テ
ン
ト
な
し
28

基
で
あ
る
。使
用
後
の
排
便
袋

は
そ
の
都
度
閉
じ
て
屋
外
で
一

時
保
管
、そ
の
後
焼
却
処
分
す

る
。女
性
用
ト
イ
レ
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
る
。

問　

通
電
火
災
に
よ
り
山
林
火

災
が
発
生
す
れ
ば
林
野
の
焼

失
は
も
ち
ろ
ん
人
家
へ
の
延

焼
等
、大
き
な
被
害
が
予
想

さ
れ
る
。通
電
火
災
を
防
ぐ

手
段
と
し
て
、自
動
的
に
分

電
盤
を
作
動
さ
せ
通
電
を
遮

断
、電
気
が
復
旧
し
て
も
通
電

し
な
い
設
備
へ
の
助
成
制
度

の
創
設
を
。

総
務
課
長　

補
助
金
制
度
は
、関

係
部
署
と
費
用
対
効
果
等
を

検
討
し
判
断
す
る
。

問　

軽
自
動
車
の
救
急
車
は
中

山
間
地
や
住
宅
密
集
地
域
の

緊
急
救
命
業
務
の
必
須
の
ア

イ
テ
ム
で
あ
る
。早
急
に
関
係

機
関
に
要
請
さ
れ
た
い
。

総
務
課
長　

高
知
県
な
ど
軽
自

動
車
の
救
急
車
を
運
用
し
て

い
る
。町
内
に
も
道
幅
が
狭
く

普
通
車
で
は
通
行
困
難
な
地

域
が
あ
る
た
め
、峡
南
広
域
行

政
組
合
へ
軽
自
動
車
の
救
急

車
導
入
に
向
け
働
き
か
け
て

い
く
。

活
動
拠
点
は
安
全
な
建
物
、避
難
所
２
施
設
が
安
全
基
準
に
満
た
な
い
。

災
害
対
策
活
動
拠
点・指
定
避
難
所
等
の
耐
震
強
度
は

防災対策の強化

ここが聞きたい！
一般質問

深澤　勝 議員一一 般般 質質 問問

広島県江田島市の軽救急車
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一 般 質問

問

問　

福
祉
避
難
所
を
含
む
避
難

所
の
再
点
検
と
改
善
は
。

総
務
課
長　

各
避
難
所
に
つ
い

て
、新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
施
設
の
指
定
の
見
直

し
や
考
慮
す
べ
き
点
に
基
づ

き
再
点
検
す
る
。福
祉
避
難

所
で
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
施
設
は
民
間
事
業
者
な
の

で
対
応
に
協
力
を
求
め
る
。

問　

地
形
的
に
避
難
所
ま
で
行

け
な
い
と
住
民
か
ら
も
不
安

の
声
が
あ
っ
た
が
。

総
務
課
長　

危
険
を
お
か
し
て

避
難
所
ま
で
行
か
ず
、ま
ず
、

身
の
安
全
の
確
保
を
。

問　

新
耐
震
基
準
は
震
度
６
強

や
７
が
一回
発
生
と
想
定
し
て

い
る
。震
度
７
が
二
回
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
た
50
の
家
屋
が
倒

壊
し
た
。こ
の
対
応
も
必
要

だ
。

総
務
課
長　

新
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
れ
ば
安
全
と
い
う

の
が
私
た
ち
の
見
解
で
あ
る
。

問　

県
の
被
害
想
定
調
査
に
よ

る
と
本
町
の
断
水
率
が
非
常

に
高
い
が
改
善
は
。

水
道
課
長　

現
在
約
28
％
の
耐

震
管
の
整
備
を
促
進
、各
簡

水
を
連
絡
管
で
結
ぶ
こ
と
に

よ
り
緊
急
時
の
断
水
区
域
の

縮
小
、管
路
図
の
充
実
に
よ
る

早
期
復
旧
作
業
の
着
手
な
ど

の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問　

孤
立
地
区
対
策
は
。

総
務
課
長　

防
災
倉
庫
や
水
防

倉
庫
に
飲
み
水
、食
料
を
備

蓄
し
地
域
の
避
難
所
へ
も
備

蓄
を
進
め
て
い
る
。自
主
防
災

組
織
で
防
災
訓
練
な
ど
で
自

助
、共
助
の
啓
蒙
を
図
る
。

問　

身
延
中
学
校
へ
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
通
っ
て
２
ヵ
月
に
な
る
が

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
は
聞

い
た
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
で
現
在
、

生
徒
と
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

補
助
席
は
な
る
べ
く
使
わ

な
い
と
理
解
し
て
い
た
が
日

常
化
し
て
い
る
。

教
育
長　

で
き
る
だ
け
補
助
席

を
使
わ
な
い
よ
う
配
慮
は
す

る
と
言
っ
た
が
絶
対
と
は
言
っ

て
い
な
い
。

問　

身
延
中
学
校
周
辺
は
液
状

化
危
険
地
域
だ
が
教
育
委
員

会
は
把
握
を
し
て
い
た
か
。

学
校
教
育
課
長　

液
状
化
の
地

域
に
つ
い
て
当
然
把
握
し
て

い
た
。

問　

耐
震
補
強
を
し
て
も
液
状

化
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。説

明
会
で
は
な
に
も
説
明
が
な

か
っ
た
。

学
校
教
育
課
長　

液
状
化
が
起

き
て
も
、倒
壊
や
崩
壊
は
し
な

い
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

地
盤・地
質
が
ど
う
か
と
い
う

の
も
考
慮
の
中
に
入
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

が
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

政
策
室
長　

現
在
の
鰍
沢
車
庫

か
ら
新
早
川
橋
間
の
町
営
バ

ス
を
、増
穂
商
業
・
鰍
沢
口
駅

か
ら
身
延
山
病
院
・
身
延
高

校・身
延
駅
ま
で
に
延
長
す
る

計
画
で
あ
る
。乗
合
タ
ク
シ
ー

の
土
曜
日
の
運
行
、接
続
時
の

乗
り
継
ぎ
便
の
無
料
化
な
ど

町
民
の
利
便
性
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
、検
討
を
し
て
い

る
。

指
定
の
見
直
し
や
考
慮
す
べ
き
点
に
基
づ
き
行
う
。

渡辺　文子 議員

避
難
所
の
再
点
検
と
改
善
は

答

住
民
の
足
の
確
保
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状

況
は

熊本地震の教訓

校
舎
の
安
全
性
は

みのぶ乗合タクシー
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問　

熊
本
地
震
の
教
訓
に
よ
り

本
町
と
し
て
も
、よ
り
充
実
し

た
災
害
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　

災
害
に
よ
り
住
宅

を
滅
失
し
た
者
の
う
ち
、自
力

で
住
宅
を
確
保
で
き
な
い
方

に
対
し
て
、応
急
仮
設
住
宅
を

設
置
し
て
供
与
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。応
急
仮
設
住
宅

及
び
住
宅
の
応
急
修
理
計
画

に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
事

と
な
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

行
政
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
。

総
務
課
長　

自
主
防
災
組
織
を

対
象
に「
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」や「
避
難
所
運
営
研

修
」を
実
施
し
、消
防
団
に
お

い
て
も
、心
肺
蘇
生
法　

Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
方
法
や
止
血
法
な
ど

を
習
得
し
た
。

問　

備
蓄
品
で
食
料
品
等
の
期

限
の
あ
る
も
の
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

期
限
が
迫
っ
た
も
の

は
、防
災
訓
練
の
際
に
、希
望

す
る
自
主
防
災
組
織
に
配
布

し
、炊
き
出
し
訓
練
等
に
活
用

し
て
い
る
。な
お
、本
年
度
は

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
提
供
も
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問　

現
在
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
場

所
と
数
は
。増
設
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

緊
急
離
着
陸
場
が

２
ヵ
所
。ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
は
、町
内
で
31
ヵ

所
。

　
　

今
後
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
な
い
。

問　

災
害
時
の
通
信
手
段
で
あ

る
防
災
行
政
無
線
に
加
え
て

多
様
な
伝
達
手
段
と
し
て
、

確
実
で
有
効
な
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
愛
好
家
の
協
力
を
得
て
災

害
時
対
応
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

に
よ
る
災
害
時
の
情
報
収
集

等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。公
共
通
信

網
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
通

信
連
絡
が
困
難
ま
た
は
不
能

な
場
合
、情
報
の
収
集
及
び

伝
達
を
行
う
事
に
な
っ
て
い

る
。

問　

本
町
の
身
延
高
校
へ
通
学

し
て
い
る
生
徒
数
は
何
人
か
。

政
策
室
長　

下
部
地
区
17
人
、

中
富
地
区
27
人
、身
延
地
区

87
人
合
計
１
３
１
人
と
な
っ

て
お
り
、年
々
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
。

問　

身
延
高
校
へ
の
直
通
バ
ス

等
を
運
行
し
て
欲
し
い
。

　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
で
町

内
全
般
に
わ
た
り
公
共
交
通

の
改
善
に
向
け
て
審
議
検
討

し
て
い
る
が
委
員
構
成
と
審

議
内
容
は
。

政
策
室
長　

旅
客
自
動
車
運
送

事
業
者
や
利
用
者
の
代
表
、

道
路
管
理
者
な
ど
14
人
で
、

旅
客
運
送
の
態
様
お
よ
び
運

賃
、料
金
、運
行
形
態
等
に
関

す
る
事
項
等
を
審
議
し
て
い

る
。既
存
の
新
早
川
橋
鰍
沢

線
を
路
線
延
長
す
る
こ
と
に

よ
り
利
用
者
、特
に
高
校
生
の

通
学
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。こ
れ
ら
の
状
況
を
把
握

し
実
施
に
向
け
て
既
存
の
事

業
者
と
協
議
し
た
あ
と
に
地

域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し

て
、審
議
を
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

問

地
域
公
共
交
通
会
議
で
審
議
す
る
予
定

赤池　朗 議員

高
校
生
の
通
学
の
利
便
性
向
上
は

身延町の防災

答

公
共
交
通
網
の
整
備
に
つ

い
て

一般質問

身
延
町
の
防
災
に
つ
い
て

自転車で甲斐岩間駅に向かう高校生
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問　

ニ
プ
ロ
㈱
の
前
社
長
か
ら

寄
付
さ
れ
た
２
億
円
は
、下

部
温
泉
駅
の
た
め
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
町

長
、副
町
長
は
何
か
聞
い
て
い

る
か
。

町
長　

私
は
、聞
い
て
い
な
い
。

副
町
長　

醍
醐
山
登
山
参
加
の

際
に
他
の
参
加
者
か
ら
聞
い

た
。

問　
「
佐
野
實
地
域
振
興
基
金

条
例
」
で
「
保
健
福
祉
の
向

上
、定
住
促
進
、子
育
て
支
援
、

人
材
育
成
に
よ
り
地
域
振
興

を
図
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。地
方
創
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
は
、「
駅
舎
の
活
用
を

検
討
す
る
」と
い
う
項
目
が
あ

る
が
、基
金
と
の
関
連
は
。

副
町
長　

基
金
と
総
合
戦
略
と

は
切
り
離
し
て
い
る
。

問　

下
部
温
泉
郷
の
看
板
は
、山

の
上
で
は
な
く
、下
部
温
泉
Ｉ

Ｃ
の
近
く
な
ど
も
っ
と
効
果

的
な
場
所
に
設
置
し
て
は
と

い
う
提
案
も
あ
る
が
。

副
町
長　

地
元
か
ら
現
在
地

で
の
改
修
を
求
め
ら
れ
た
の

で
事
業
化
し
た
。高
速
で
来

る
人
は
Ｉ
Ｃ
名
に
下
部
温
泉

が
入
っ
て
い
る
の
で
わ
か
る
。

３
０
０
号
を
下
っ
て
来
る
人

も
高
速
を
下
り
て
来
る
人
も
、

こ
の
看
板
を
見
る
こ
と
に
な

る
の
で
、現
在
の
場
所
が
適
当

と
考
え
る
。

問　

総
合
戦
略
の
中
で
、「
下
部

温
泉
魅
力
ア
ッ
プ
委
員
会
」の

設
置
、泉
質
・
効
能
の
Ｐ
Ｒ
、オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
な
ど
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
具

体
的
な
内
容
は
。

観
光
課
長　

下
部
の
魅
力
ア
ッ

プ
の
た
め
に
商
品
開
発
、食
材

の
活
用
、保
養
・
療
養
面
の
宣

伝
、イ
ベ
ン
ト
補
助
、駅
舎
の

活
用
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、

関
連
団
体
や
事
業
者
等
で
、

観
光
情
報
連
絡
会
を
立
ち
上

げ
た
い
。

問　

具
体
的
な
日
程
等
は
決
め

ら
れ
て
い
る
か
。

観
光
課
長　

今
の
と
こ
ろ
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

問　

九
州
で
今
回
の
よ
う
な
直

下
型
地
震
が
起
き
る
こ
と
は

予
想
外
だ
っ
た
。本
町
は
活
断

層
が
何
本
も
走
っ
て
お
り
、い

つ
大
地
震
が
起
き
て
も
不
思

議
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
が
。

総
務
課
長　

本
町
に
被
害
を
及

ぼ
す
地
震
と
し
て
は
東
海
地

震
、南
関
東
直
下
プ
レ
ー
ト

境
界
地
震
、活
断
層
に
よ
る

地
震
の
３
種
類
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
活
断
層
に
よ
る
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
規
模
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、最
大
被
害
は
、

死
者
88
人
、重
軽
傷
者
７
３
４

人
、建
物
の
全
半
壊
３
６
０
０

棟
以
上
、地
震
発
生
１
日
後

に
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る

人
は
４
７
０
０
人
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

問　

道
路
施
設
等
の
対
策
、河
川

等
の
対
策
が
で
き
て
い
れ
ば

地
震
に
強
い
町
づ
く
り
が
で

き
る
と
防
災
計
画
に
書
い
て

あ
る
が
、町
長
は
ど
う
考
え
る

か
。

町
長　

少
な
く
と
も
本
町
の
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

べ
く
道
路
網
の
整
備
等
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問

答
福
祉
の
向
上・定
住
促
進・子
育
て
支
援・人
材
育
成
で
地
域
振
興
を
図
る

「
み
の
る
基
金
」の
有
効
活
用
は

みのる基金

下
部
温
泉
郷
の
看
板
は

大
地
震
の
発
生
は

下部温泉駅前

【
そ
の
他
の
質
問
】

１
．身
延
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
業
務
委
託
費

用
は
毎
年
同
額
か
か
る

の
か
。

２
．新
中
学
校
建
設
検
討
委

員
会
の
機
能
は
十
分
果

た
さ
れ
て
い
る
か
。

一般質問

芦澤　健拓 議員

「
み
の
る
基
金
」に
つ
い
て
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問

答
町・Ｊ
Ａ
ふ
じ
か
わ・町
商
工
会・在
来
種
曙
大
豆
保
存
会
の
４
者

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会
の
構
成
員
は

総務産業建設常任委員会

レ　ポ　ー　ト
委員長　広　島　法　明

【
現
地
調
査
】

◎
宅
地
分
譲
地

　
・丸
滝「
宮
の
前
団
地
」

◎
し
だ
れ
桜
植
栽
地

　
・富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

▼一
般
会
計
補
正
予
算

 

財
政
課
関
係

問　

農
林
土
木
費
で
合
併
特
例

債
を
使
っ
て
財
源
組
み
換
え

を
し
て
い
る
が
、合
併
特
例
債

の
起
債
残
高
は
。

答　

約
13
億
７
７
０
０
万
円
。

 

産
業
課
関
係

問　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
に

つ
い
て
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
は

町
全
体
の
構
想
の
中
の
先
駆

け
だ
と
思
う
が
、他
の
候
補
地

を
考
え
て
い
る
か
。

答　

今
回
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

は
そ
の
第
一
段
階
で
、来
年
度

本
町
で
開
催
さ
れ
る
山
梨
県

植
樹
祭
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
句
碑
の
里
、下
部
温

泉
郷
、中
部
横
断
自
動
車
道

Ｉ
Ｃ
付
近
な
ど
を
選
定
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

問　

植
栽
後
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
の
経
費
は
。

答　

10
年
間
は
町
で
負
担
す
る
。

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議

会
負
担
金
は
規
約
で
決
ま
っ

て
い
る
の
か
、そ
の
構
成
員

は
。

答　

規
約
で
決
ま
っ
て
お
り
、構

成
員
は
、身
延
町
・
Ｊ
Ａ
ふ
じ

か
わ
・
身
延
町
商
工
会
・
在
来

種
曙
大
豆
保
存
会
の
４
者
で

あ
る
。

問　

松
く
い
虫
枯
損
木
除
去
は
、

ど
の
よ
う
に
要
望
し
た
ら
良

い
か
、町
内
全
域
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答　

区
長
を
通
じ
情
報
を
寄
せ

て
頂
き
た
い
。町
全
体
の
対

応
は
困
難
な
の
で
、町
道
・
林

道
等
の
公
共
施
設
に
支
障
が

生
じ
る
案
件
か
ら
対
処
し
て

い
く
。

問　

ほ
場
整
備
事
業
と
は
。

答　

農
地
の
区
画
整
備
を
行
う

こ
と
を
言
い
、点
在
す
る
小
さ

な
農
地
を
集
積
し
、広
く
使
い

や
す
い
形
に
す
る
と
と
も
に

水
路
や
農
道
を
一体
的
に
整
備

す
る
事
業
で
あ
る
。

問　

換
地
委
員
は
何
人
で
、ど
の

よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
。

答　

相
又
工
区
が
15
人
、湯
平
工

区
が
５
人
の
計
20
人
で
、仕
事

は
農
地
の
整
備
を
行
う
前
の

現
地
確
認
や
現
地
踏
査
及
び

従
前
地
評
価
、換
地
計
画
原

案
の
作
成
等
で
あ
る
。

 

身
延
支
所
関
係

問　

門
野
の
湯
の
賃
金
が
減
額

さ
れ
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
委
託
料
が
増
額
さ
れ
て

い
る
。単
価
が
高
い
シ
ル
バ
ー

へ
委
託
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

単
に
時
間
単
価
を
比
べ
た

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
が
高
い
が
、臨
時
職
員
に

は
有
給
休
暇
や
社
会
保
険
料

の
負
担
が
あ
る
の
で
、全
体
的

に
比
べ
る
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
す
る
方
が

経
費
的
に
は
安
く
な
る
。

問　

た
だ
単
価
が
安
け
れ
ば
良

い
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

地
元
住
民
の
雇
用
を
一番
に
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
回
の「
門
野
の
湯
」業
務

の
シ
ル
バ
ー
か
ら
の
派
遣
は
、

地
元
の
人
が
派
遣
さ
れ
る
。門野の湯
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観
光
課
関
係

問　

消
費
生
活
相
談
員
賃
金
に

つ
い
て
は
、町
に
相
談
で
き
る

場
所
を
設
け
る
と
い
う
考
え

で
良
い
か
。

答　

町
で
臨
時
職
員
を
雇
用
し

窓
口
を
設
け
る
予
定
。

※
身
延
支
所
内
観
光
課
に
設

置
予
定
。

▼
財
産
の
取
得

 

総
務
課
関
係

問　

消
防
積
載
車
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

仕
様
と
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
仕

様
、ま
た
、軽
自
動
車
と
普
通

自
動
車
の
配
備
は
消
防
団
各

部
と
の
連
携
が
と
れ
て
い
る

の
か
。

答　

仕
様
は
各
部
の
要
望
に
応

じ
、軽
か
普
通
車
に
つ
い
て
は

地
域
の
道
路
特
性
等
を
考
慮

し
、部
の
意
見
を
尊
重
し
て
い

る
。

常　任　委　員　会

委員長　田　中　一　泰教育厚生常任委員会

クラフトパーク全体図

 

福
祉
保
健
課
関
係

▼
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
関
係
条
例
の
一
部
改
正

問　

こ
れ
ま
で
、指
定
通
所
介
護

事
業
は
、看
護
職
員
が
兼
務

可
能
な
対
象
施
設
に
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答　

今
ま
で
は
利
用
定
員
が
何

人
で
あ
れ
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
対
象
施
設
に
含
ま

れ
て
い
た
が
、本
年
４
月
の
法

改
正
で
利
用
定
員
18
人
以
下

の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、新
た

に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
位
置
付
け
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
の
条
例
改
正

で
あ
る
。

問　

地
域
と
の
連
携
を
規
定
し

た
基
準
を
除
外
す
る
内
容
の

改
正
部
分
に
つ
い
て
、そ
の
理

由
は
何
か
。

答　

除
外
す
る
部
分
は
、介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
基
準
を
規
定
し
た
も
の
で
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
し

た
内
容
で
あ
り
、入
居
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
基

準
と
し
て
準
用
す
る
の
は
適

合
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

 

町
民
課
関
係

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

問　

委
託
料
に
計
上
し
た
シ
ス

テ
ム
改
修
の
内
容
は
。

答　

平
成
30
年
度
に
国
民
健
康

保
険
の
財
政
責
任
主
体
が
、

町
か
ら
山
梨
県
に
移
管
し
ま

す
。そ
れ
に
伴
い
本
年
10
月
に

県
に
お
い
て
標
準
保
険
料
率

の
試
算
を
す
る
の
に
必
要
な

５
０
０
項
目
超
の
デ
ー
タ
を

町
か
ら
提
供
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。

▼
請
願（
義
務
教
育
の
公
平
な
実

施
の
実
現
の
た
め
、ま
た
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
熊
本
自

身
を
教
訓
に
し
て
い
た
だ
き
、

町
の
中
央
で
安
全
な
場
所
に
、

早
急
に
新
中
学
校
を
建
設
す

る
意
見
書
を
議
決
し
て
い
た

だ
く
請
願
）

審
査
の
結
果

　

継
続
調
査
と
す
る
。

委
員
会
の
意
見

　

中
学
校
新
校
舎
建
設
検
討
委

員
会
に
て
検
討
し
て
い
る
。時

期
尚
早
で
あ
り
継
続
審
査
と

す
る
。

クラフトパーク桜植栽箇所拡大図
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深
澤
勝
議
員　

10
事
業
が
繰
越

し
さ
れ
て
い
る
が
、事
情
に
よ

り
推
進
で
き
な
く
て
繰
越
し

た
事
業
が
あ
る
か
。あ
る
な
ら

そ
の
理
由
は
。

財
政
課
長　

や
む
な
く
の
繰
越

し
は
災
害
復
旧
事
業（
富
士

見
山
林
道
）の
み
で
、内
容
変

更
に
よ
り
工
事
日
数
が
確
保

で
き
な
い
た
め
の
繰
越
し
で

あ
る
。

　
　

他
の
９
事
業
は
、国
の
３
月

補
正
に
伴
う
も
の
で
制
度
的

に
繰
越
す
も
の
で
あ
る
。

芦
澤
健
拓
議
員　

曙
・
大
須
成
・

共
和
の
３
局
だ
が
、そ
れ
ぞ
れ

職
員
２
人
の
う
ち
に
は
経
験

者
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
。

総
務
課
長　

全
員
経
験
者
を
お

願
い
し
て
い
る
。

芦
澤
健
拓
議
員　

共
和
簡
易
郵

便
局
だ
け
保
険
契
約
の
維
持

管
理
や
簡
易
生
命
保
険
の
管

理
業
務
が
あ
る
が
、理
由
は
。

総
務
課
長　

他
の
２
局
は
比
較

的
保
険
業
務
の
取
り
扱
い
が

少
な
か
っ
た
た
め
だ
と
思
う
。

芦
澤
健
拓
議
員　

中
富
地
区
だ

け
の
簡
易
郵
便
局
だ
が
、他

地
区
か
ら
は
設
置
に
つ
い
て

の
要
請
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

簡
易
郵
便
局
の
開

設
条
件
と
し
て
、普
通
の
郵
便

局
が
閉
鎖
と
な
る
場
合
等
で
、

他
地
区
か
ら
は
要
請
は
な
い
。

芦
澤
健
拓
議
員　

門
野
の
湯
の

臨
時
職
員
賃
金
83
万
４
千

円
が
減
額
さ
れ
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
委
託
料
が

90
万
６
千
円
計
上
さ
れ
、増

額
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由

は
。

身
延
支
所
長　

臨
時
職
員
３
人

の
う
ち
一
人
が
３
月
末
で
退
職

し
、そ
の
後
任
者
と
し
て
シ
ル

バ
ー
に
委
託
す
る
も
の
で
、金

額
の
差
額
は
シ
ル
バ
ー
へ
の

事
務
費
加
算
等
に
よ
る
。

芦
澤
健
拓
議
員　

今
後
も
臨
時

職
員
に
代
え
る
こ
と
な
く
、

ず
っ
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
委
託
す
る
と
い
う
こ

と
か
。

身
延
支
所
長　

今
の
と
こ
ろ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お

願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。

柿
島
良
行
議
員　

普
通
消
防
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は
軽

自
動
車
と
比
較
し
、価
格
が

倍
以
上
だ
が
、普
通
車
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長　

消
防
団
員
が
安
全

に
現
場
に
大
勢
行
く
た
め
に

座
席
の
確
保
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と

つ
だ
が
、道
路
状
況
に
よ
り
軽

自
動
車
を
希
望
す
る
部
も
あ

る
。い
ず
れ
に
し
て
も
消
防
団

各
部
の
希
望
を
確
認
す
る
。

本 会 議 質疑応答質疑応答
▼
27
年
度
一
般
会
計
繰
越

▼
28
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

▼
財
産
（
消
防
積
載
車
）

の
取
得

共和簡易郵便局

▼
簡
易
郵
便
局
設
置
条
例

の
制
定

軽ポンプ積載車 普通ポンプ積載車
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議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△）

赤
池　

朗

田
中
一
泰

広
島
法
明

柿
島
良
行

芦
澤
健
拓

松
浦　

隆

河
井　

淳

福
與
三
郎

草
間　

天

川
口
福
三

渡
辺
文
子

伊
藤
文
雄

深
澤　

勝

野
島
俊
博

●条例の制定 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第62号　身延町簡易郵便局設置条例の制定に
ついて

簡易郵便局の設置を明確にするための条例制定

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●条例の一部を改正する条例

議案第63号　身延町指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例及び身延町指定地域
密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正
する条例について

厚生労働省令の改正に伴う改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●補正予算

議案第64号　平成２８年度身延町一般会計補正予
算（第２号）

3952万5千円を増額補正（しだれの里づくり工事請負
費ほか）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号　平成２８年度身延町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）

120万3千円増額補正（システム改修業務委託料ほか）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号　平成２８年度身延町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

62万6千円増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号　平成２８年度身延町介護保険特別会
計補正予算（第１号）

218万2千円減額補正 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号　平成２８年度身延町簡易水道事業特
別会計補正予算（第１号）

124万9千円増額補正　（工事請負費ほか）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号　平成２８年度身延町農業集落排水事
業等特別会計補正予算（第１号）

87万1千円減額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号　平成２８年度身延町下水道事業特別
会計補正予算（第１号）

296万6千円減額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●その他

議案第71号　財産の取得について
軽消防積載車　３台　落札額1120万3830円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号　財産の取得について
普通消防積載車　1台　落札額723万194円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第1号　 人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて 異議なしのため適任と意見を付すことに決定

●請願
請願第1号　 請願書　＊委員長報告は継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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日
時　

28
年
５
月
30
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

31
日（
火
）

場
所　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　

ホ
ー
ル

　

研
修
会
は
ま
ず
、江
藤
俊

昭
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教

授
が「
地
方
議
会
の
役
割
と
改

革
の
行
方
―「
住
民
自
治
の
根

幹
を
な
す
議
会
」の
作
動
―
」

と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、町
村
議
会
特
別
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
神
奈
川
県

大
磯
町
、長
野
県
飯
綱
町
両

議
会
議
長
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、両
町
議
会
の
議
会
改
革

の
あ
ゆ
み
と
現
状
に
つ
い
て
詳

し
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
外
識
者
に
よ
る
講
演
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、全
国
町
村
議
会

議
長
会
よ
り
野
島
俊
博
議
長

が「
自
治
功
労
者（
特
別
表
彰

者
）」と
し
て
、ま
た
、山
梨
県

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、河

井
淳
議
員
、松
浦
隆
議
員
、芦

澤
健
拓
議
員
の
３
名
が「
自
治

功
労
者（
町
村
議
会
議
員
10

年
以
上
在
職
者
」と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、ご
祝
詞
を
申
し
上

げ
ま
す
。 表　

彰

表　

彰

日
時　

28
年
５
月
26
日（
木
）

場
所　

山
梨
県
自
治
会
館

　
「
住
民
自
治
を
推
進
す
る

議
会　

―
18
歳
選
挙
年
齢
の

引
き
下
げ
を
踏
ま
え
て
―
」と

題
し
、江
藤
俊
昭
山
梨
学
院

大
学
法
学
部
教
授
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

市
民
教
育
・
主
権
者
教
育

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

①
若
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

（
低
投
票
率
）。②
学
校
教
育

の
重
要
性
と
と
も
に
、町
づ
く

り
に
関
わ
る
こ
と
が
大
事
。③

「
民
主
主
義
の
学
校
と
し
て

の
地
方
自
治
」＝
議
会
の
役

割
の
再
確
認
の
３
つ
を
挙
げ
ら

れ
、県
内
外
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
議
会
と
し
て
取
り
組
む

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修

全
国
町
村
議
会
議
長・

副
議
長
研
修
会

日　
　

時　

28
年
５
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
日（
水
）

視
察
場
所　

三
重
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

参
加
者　

久
保
管
理
者（
市
川
三

　
　

郷
町
長
）以
下
17
人

参
加
議
員　

田
中
、深
澤
、伊
藤
、福

　
　

與
、河
井

視
察
内
容

　

三
重
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
年
々

強
化
さ
れ
る
廃
棄
物
処
理
法
や
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
対
応
可
能
な
施
設
が
充

実
し
て
お
り
、資
源
縦
貫
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
処
理
時
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
な
ど
に
有

効
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
食
品
残
渣
か
ら
有
機
肥

料
を
作
る
コ
ン
ポ
ス
ト
工
場
な
ど
多

様
な
再
資
源
化
施
設
に
お
い
て
も
、

資
源
縦
貫
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
高
度

な
次
元
で
高
い
再
資
源
化
を
誇
り
ま

す
。

　

資
源
縦
貫
施
設
の
他
に
も
国
内

最
大
級
の
管
理
型
最
終
処
分
場
を

有
し
、処
分
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
侵

出
水
は
焼
却
施
設
の
蒸
気
を
利
用
し

て
純
度
の
高
い
蒸
留
水
に
し
、プ
ラ
ン

ト
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

後
の
峡
南
衛
生
組
合
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
上
で
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

峡
南
衛
生
組
合
議
会
視
察
研
修
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★表紙について（№46－ｐ1）
・新鮮さが伝わってくる写真です
が、生徒の皆さんの表情も見た
かったです。

★町長行政報告
（№46－ｐ4）

・中部横断自動車道の開通、３ヵ
所のインターだけでは人口減少
の抑制にはつながらない。受け
皿となる魅力的な観光施設がな
い。鎮守の森構想はどこへ行っ
てしまったのか。自然が豊かな
だけでは人は集まらない。
・町長も大変かと思いますが、町
民の皆様から選んでいただいて
いるということを忘れずに頑張
ってほしい。

★質疑応答
（№46－ｐ14）

・少しスペースが空いてしまった
感がします。

★追跡
（№46－ｐ9）

・子宮頸がん予防ワクチン被接種
者への健康アンケート調査を、
県内トップをきっていち早く実
施したことは評価します。町内
には接種後の副反応の被害女性
もいることですから、今後も追
跡調査を継続してほしい。

★常任委員会レポート（№46－ｐ10～ 11）
・第２子からの保育料無料化も良いが、ここで子どもを産み育
てたいと思うような環境整備にも力を入れてください。

★町政全般についての意見、要望等
・廃校舎の活用について、町の施策・基本的な考えを知りたい。是非前向きに柔軟な方向でお願いしたい。
議員さんには「一人一企業の誘致」くらいの意気込みを期待しています。
・国道５２号、中富地区において事故が多く発生している。事故があると道路が混雑してどうにもならない
ことが多く、何か対策をと思います。

★組合議会報告
（№46－ｐ18）

・１８名の団体で研修された報
告にしては内容が伝わってこ
ないです。せめて先進地の事
例検証ぐらいは掲載しても良
いのではないかと思う。
・参加者からの意見等も聞きた
い。

★モニター通信
（№46－ｐ19）

・モニターの多
角的な視線、
意見等しっか
り見据えてい
るのが頼もし
く感じた。

★おじゃまします（№46－ｐ20）
・会員の方々の熱心な取り組みが、観光資源の乏
しい本町に県外からも登山愛好者が来訪される
までになったということなので、町としても地
域活性化のために、より一層の助成をしていた
だきたい。
・町のいろいろな団体などを紹介するのは良い事
だと思います。まだまだ知らないサークル等を
どんどん紹介してください。

★教育委員会の教育方針（№46－ｐ5）
・色枠で「他に話されたこと」が記載されているが、それぞれの項目
の内容の記載を。
学校施設、設備環境の充実ですが、使用する校舎は修繕するとのこ
とですが、使用しない校舎はどうするのか。若者や高齢者の集う場
所として有効活用してはどうでしょうか。

★議案に対する賛否（№46－ｐ16～ 17）
・欠席議員の欠席理由も掲載してほしい。
・議案に対する内容説明が簡潔でスムーズに理解できた（条例の制定、
一部改正）。いつもこのようにお願いしたい。

★一般質問（№46－ｐ6～8）
・「住んでよし・訪ねてもよし・おらが身延」を目指す町づくりに取り組んで
いくという町長。旧下部町の住民には「三沢・市之瀬トンネル」ができな
い限り、いつまでたっても「住んでよし」にはならないのです。
・「薬湯」の効用が特定できれば、地域活性化に期待できる気がします。
・下部温泉の活性化ですが、町内には多くの観光名所があると思いま
す。その観光名所を巡る観光事業を提案します。例として、身延山
参拝から、なかとみ和紙の里、それから下部温泉へ。中部横断自動
車道が開通すると交通の利便性が高まり、より一層の地域活性化に
つながると思います。

★予算議会
（№46－ｐ2～3）

・過疎化が進む中、新年度予
算が決まりました。前年度対
比１％増ということですが、
依存財源が多くは見込めな
い中で自主財源をいかに活
用するか。町民の負担が重
くならないよう当局の財政運
営はしっかりとしてほしい。

モニター通信
（議会だより№46の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様
の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。

★特別委員会レポート（№46－ｐ12～ 13）
・大規模な地震が想定されるなか、耐震に対する意識を高め
るためにもっと積極的にアピールしてもらいたい。

★討論（№46－ｐ15）
・年金生活支援給付金対象者が２３００人
（１８％）とはびっくりした。これは本人
の申告で支給されるのか知りたい。
・観光客は、大半の人は非日常の生活を求め
て訪れる。大看板よりも駅前広場の整備の
方を優先すべきではないか。現状では何の
ワクワク感もわかない。
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　この紙面「　　　　　　　」のコーナーに登場していただける
団体（愛好会、スポ少・サークル等）を募集します。
　日頃の活動を町民のみなさんに紹介してください。

①団体名　②活動内容、活動日　③代表者名　④代表者連絡先
①～④までを下記のいずれかの方法（電話・FAX・メール）で応募し
てください。
（応募が多い場合は、順次紹介させていただきます。）

【応募先】
①電話：0556-42-4807　議会事務局
②FAX：0556-42-2127　議会事務局あて
③メールアドレス：gikai@town.minobu.lg.jp

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

身身延延ユユナナイイテテッッドドSSCC

(

練
習
や
活
動・人
数)

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
週
２
回

楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

団
員
は
、今
年
度
に
入
っ
て
か
ら

入
団
が
増
え
て
き
て
、４
〜
６
年

生
が
14
名
、１
〜
３
年
生
が
９
名

所
属
し
て
い
る
。

練
習
は
、下
山
小
学
校
校
庭
で
、

　

水
曜
日
は
19
：
00
〜
20
：
30

　

金
曜
日
は
19
：
30
〜
21
：
00

土
日
は
、月
１
〜
２
回
ほ
ど
公
式

戦
や
練
習
試
合
を
行
っ
て
い
ま

す
。

9月定例会は、9月上旬を
予定しています。

日程は決定次第、ホームペ
ージ等でお知らせします。

問い合わせ先　議会事務局

議会の傍聴に
お出かけください
議会の傍聴に

友だち・ご近所・
サークル仲間の皆様
（おひとりでも大歓迎）

　

サ
ッ
カ
ー
は
子
ど
も
を
大
人

に
し
、大
人
を
紳
士
に
す
る
ス

ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、試
合
が
始
ま
れ

ば
、保
護
者
や
コ
ー
チ
は
助
け

る
こ
と
は
で
き
ず
、自
分
で『
見

て
』『
判
断
し
』『
実
行
す
る
』

こ
と
が
必
要
に
な
る
か
ら
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、常
日
頃
か

ら
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
、自
立（
自
律
）し
た
人
間
で

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、身
延
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｓ
Ｃ
で
は
、サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、人
間
性

（
心
）の
成
長
も
考
え
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350
URL:http//www.town.minobu.lg.jp/議会だより みのぶ№47 TEL 0556-42-2111（代表）

FAX 0556-42-2127
◇発行責任者：議長　野島 俊博

身延サッカースポーツ少年団

初心者歓迎。お気軽にお問い合わせください
０80－5460－4612　熊王まで今年は山梨中銀スタジアムで、ヴァンフォーレ甲府 vsアビス

パ福岡の前座試合を行いました。

練習に打ち込む子供達


